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GCR における 2023 年度の枠組み再設定のなかで、
2020 年代の南スラウェシ州の成果と課題解決に資す
る歴史が重要、すなわち現状を知ることが重要と判
断された。これは以下に示すように 1980 年代初め以
降の変化で、南スラウェシ州の将来に向けた課題は
現在と 1980 年代とでは異なっていたことが明らかと
なったためである。1

インドネシア独立後の統計類の日本国内での所蔵
状況を確認し、東南ア研所蔵の諸統計について内容
を確認した。そして東南ア研スラウェシ調査が行わ
れた 1980 年代初め、グローバリゼーションが進み、
1997 年の緒経済危機が落ち着いた 21 世紀初め、2020
年代の統計を試掘坑的に利用することとした。ただ
しこの間の国際的な動向やインドネシア国内の変化
は大きく、統計の編集方針も年代ごとに変化してい
る。またインフレ率の高さ、数値の取り方の変化の
問題も存在し、統計書の数値は単独では不十分な情
報と言える。そこで今年度は中央政府編集の統計に
現れる南スラウェシ州の位置づけの変化を、各種統
計の組み合わせとインドネシア全州の中における順
位で分析することとした。
スハルト大統領の最盛期と言われる 1980 年代のイ
ンドネシア共和国内の南スラウェシ州の経済的位置
づけは大きく、マカッサルは東インドネシアの拠点
であったと言える。これは政府の支出および投資か
らも明らかである、1981 年南スラウェシに対する中
央政府の通常支出および政府投資の合計は、全 24 州
中ジャワ 3 州およびジャカルタ、北スマトラに次い
で 5 位である。83 年統計に記載された 1976 年から
81 年にかけての数値をみると、政府の通常支出およ
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び政府投資はスラウェシ全体で 80 年から増額となっ
ている。81 年の南スラウェシの通常支出は投資額の
6倍弱であり（通常支出 57,444 百万ルピア、投資 9,796
百万ルピア）、東インドネシア全体で通常支出の方が
多いなかでも、南スラウェシは特に多い方に入る。な
おインドネシア全州で支出・投資より税収の方が多
かった（SI 1983:502-515）。この傾向は自治体の収支
でも同様であった（SI 1983:516-527）。
以上と別項目となっている住宅建設への投資をみ
ると、Permunas（urban development）の建設戸数
（unit）は 81 年で全州 3位、82 年では 1位である（SI 
1983:342）。リアルエステート企業連合の建設戸数は
1979-82 年間でジャカルタ、ジャワ 3 州（西ジャワ、
中部ジャワ、東ジャワ州のこと、以下同じ）、西スマ
トラについで 5位である（SI 1983:347）。さらに 83 年
における State Saving Bank からの融資額および建設
された家の数はジャワ島以外ではトップであった（SI 
1983:350-351）。
また道路のキロ数の合計は、15,910km でジャワ島
3州を抜いてトップである。ただしアスファルト舗装
された道路は少ない（SI 1983:413-417）。
以上の傾向は、1980 年代初めに南スラウェシ州に
おける食料生産能力を中央政府が注目していること
と関係があろう。インドネシアの米穀自給の達成は
1984 年である。
南スラウェシの農業生産を概観しよう。土地使用
をみると、他州と比較して南スラウェシは耕地の割
合が高く、国有林が少ないことが解る（SI 1983:196-
197）。米穀生産量はジャワ島 3 州についで第 4 位で
あり、北スマトラよりやや多い。南スラウェシ 1州で、
バリ・ヌサトウンガラ・カリマンタンの合計より多く、
南スラウェシが東インドネシアの米穀の生産拠点で
あったことがわかる（SI 1983:203）。トウモロコシは
1976 年にジャワ島 3州についで 4位であったが、80
年には西ジャワ州を抜いて 3 位となった（SI 
1983:209）。一方、キャッサバとサツマイモは全州の
中で中位の生産量であった（SI 1983:210-211）。ピー
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ナツは中部、東部ジャワについで 3 位であり、大豆
は 5位であった（SI 1983:212-213）。なお胡椒、カカオ、
丁子など estate crop と称される産物は州別の記載が
なく、調査は今後の課題である。
以上と比較すると農業を含む企業投資は低調で
あった。1983 年の国内での投資額はジャワ島、つい
でスマトラ島に集中しており、南スラウェシ州への
投資額は全州中中位にとどまった（SI 1983:596-597）。
外国投資もジャワ島ついでスマトラ島に集中し、ス
ラウェシ島には少なかったが、スラウェシ島の中で
は南スラウェシ州が多かった（SI 1983:604-605）。協
同組合数は、不十分な数値との断り書きがあるもの
の、ジャワ島 3州に次ぐ多さで 736 組合であった（SI 
1983:616-617）。多くが農業・漁業協同組合の可能性が
大きいが、調査は今後の課題である。
工業については州別の数字がない。また鉱業につ
いては州別の産額が明記されているのは石油のみで
あり、北スマトラ、リオウ、南スマトラ、東カリマ
ンタン、イリアンジャヤの名が挙がっている（SI 
1983:327）。
以上から、1980 年代初めの南スラウェシ州は、食
糧基地として重視され開発されていた可能性がある。
2024 年度に政府の政策などを検討する予定であるが、
1980 年代の東南ア研による南スラウェシ学際共同調
査は農業・農村に焦点を充てており、時宜にかなっ
ていたと言えよう。政府に統計上捕捉された道路が
全州一の長さであることについては、政府が農産物
運搬および農業空間の拡大を重視したためと推測さ
れるが、次年度に検討を開始することとする。これ
について鶴見のフィールドノートの記載（鶴見　
1988: 第 3 章）は貴重であり、次年度も様々な角度か
ら読み返す。
この後インドネシア内部での南スラウェシ州の地
位は相対的に低下する。1997-98 年の金融危機と民主
化・地方自治の法制度が形を成した 2004 年の統計で
はインドネシアは 31 州であった。2001-2004 年間の
政府支出・投資合計は全州中 11 位となる。石油等を
産出するスマトラ島・カリマンタン島諸州、および
イリアンジャヤの後塵を拝すこととなる。いずれの
州でも収入は支出より多いので、上述諸州の税収の
増加が南スラウェシ州の地位の低下の原因であるこ
とがわかる。なかでも南スラウェシ州の開発支出は
少ない（SI 2004:417-419）。なお収支の実数は 1980 年
代と比較すると、インフレによって文字通り桁違い
の増加となっている。
農業生産を見ると、米穀生産量はジャワ島 3 州に
ついで 4位であり（SI 2004:172）、サツマイモは 5位（SI 
2004:180）、ピーナツはジャワ 3 州についで 4 位（SI 

2004:181）、 大 豆は 6 位（SI 2004:182） で あ った。
1980 年初めほどではないものの、食糧生産基地とし
ての地位を保っていると言える。2004 年統計にも
estate crop と称される産物は州別の記載はないが、
新たに各種野菜の項目が上がっており、全州で上の
下の位置を占めていた（SI 2004:196-197）。
国内投資額をみると2003年にのみ東・東南スラウェ
シが全州中 1，2位を占めていた（SI 2004:448）。鉱業
への投資の可能性があるが 2024 年度以降の調査が必
要である。外国投資は南スラウェシ州を含むスラウェ
シ島全体でインドネシア諸州中、下位に位置した（SI 
2004:449）。
本統計でも工業に関する州別の数値は存在しない
が、唯一建設業について 2000-2004 年間の企業総数が
掲載されている。大企業と中小企業の合計数で、ジャ
ワ島 3州につぐ 4位であり、2000-2004 年間の数値は
それぞれ 2491, 2747, 3029, 3447, 3842 社であった。こ
の数はスラウェシ島他州の 4倍以上である。労働者
数はジャワ島 3 州、ジャカルタ特別州の次で 5 位で
ある（SI　2004:286）。インドネシアの中でもこの分
野での工業が盛んであると言えよう。
インドネシアが平和襟に経済成長を続けた 20 年後
の 2022 年度の統計をみると、インドネシア全体は 38
州となり、スラウェシ島では西スラウェシ州とゴン
タロ州が設立され、西スラウェシ州は南スラウェシ
州の一部から独立した。
南スラウェシ州における政府支出・投資額は全州
中の中位であるが、スラウェシ島のなかでは突出し
て多い。2004 年と異なるのは、インドネシアのほと
んどの州で収入より支出が多くなったことである。収
入の項目に税収のほかに中央政府などの資金供与
（finance）があるためである（SI 2022:71-73）。これに
加えて 2004 年統計から 2022 年統計への民政面の項
目変化によって、中央政府が医療、保健、福祉など
の政策を展開していることが推測可能である。
農業について見ると、米穀生産は 2020-2021 年間に

ジャワ島 3州に次いで 4位であり（SI 2022:289）。ト
ウモロコシは 2015 年に 3 位（SI 2022:290）、大豆は
2015 年に全州の中位であった（SI 2022:291）。野菜は
2020-2021 年間にも全州中で上の下の位置を占めたが
（SI 2022:　292-293）、estate crop と称される産物の
州別の記載はなかった。2004 年統計と比較すると農
業の統計の取り方が簡略となるとともに、南スラウェ
シ州の地位もやや下がる傾向にあった。
国内投資をみると南スラウェシ州の順位は中位の
下であるが、スラウェシ島の中では最も多い（SI 
2022:448）。外国投資は 2022 年に北スラウェシ州、東
南スラウェシ州が10位であるのに対して、南スラウェ
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シ州は中位の下に留まる（SI 2022:449）。北スラウェ
シ州、東南スラウェシ州への投資は 2017 から産出量
が急速に拡大したニッケル鉱業への投資である可能
性がある（SI 2022:359）。
協同組合の数は 4535 組合と 1983 年に比べて大幅

に増加しているが、全国の中では目立つ存在ではな
い。ただしがスラウェシ島の中では最も多い（SI 
2022:508-509）。
2022 年統計においても工業は州別の数値がないが、
唯一建設業の企業数・労働者数が小企業、中企業、大
企業に分類されて掲載されている。南スラウェシ州
はいずれの規模の企業でもジャワ島 3州に次ぐ 4 位
であり（SI 2022:406）、労働者数はジャワ 3州、北ス
マトラ、リオウ、東カリマンタンに次ぐ 7位である（SI 
2022:359）。工業については、数値のある建設業は
1980 年代には住宅建設中心であったと考えられるが、
その後どのように拡大したのか、農産物・水産物加
工が多いのか否か、建設業では隣接諸州との分業が
推測されるが、ほかの工業ではどうか。また鉱工業
労働者はどのような出身でどのような形態か。今後
細かく見てゆく必要がある。インドネシアでは工業
化は一般に、政府の政策の影響や周辺諸州とのかか
わりを検討する必要があるが、これについても次年
度以降の調査課題である。

行政の浸透度

南スラウェシにおけるオランダ植民地期の内陸社
会支配をヨーロッパ人官吏の派遣で概観する。
1832 年に関税が引下げられるとマカオからジャン
クが来るようになり、MHNもマカッサルとの貿易に
乗り出した。そして 1847 年の自由港化以降もジャワ
島はシンガポールよりやや少ない程度の貿易額を維
持した（Poelinggomang 1993: 65-66, 74）。
1847 年にミナハサを除くセレベスにはマカッサル
を除く周辺地域を 3人のヨーロッパ人官吏が統治し
ていた（Iktisar 1973: 270）ヨーロッパ人官吏に直属
する現知人首長（レヘント）は、北部地域には 1843
年以降 25 人程おり、給与に加えてアヘン販売・賽子
賭博収入の 10％が与えられた。南部諸郡（11 地区）、
南端部（14 地区）のレヘント達も、北部と同様の処
遇にあった。南端の島（14 地区）のレヘント達には
給与支給なく自ら徴税する一方でマカッサルでの義
務労役を負担した。（Iktisar 1973: 263-327）
その後 1869 年には、次の拠点にヨーロッパ人官吏
が派遣されていた。マカッサルから南へ Takalar、
Binamoe、北へMaros、Pangkajene Segeri、「山岳地
域」、東へ Balang Nipa Bulukumba、Bikeroe の拠点

である（1869:155-158）。派遣地域は徐々に拡大し、
1922 年までにはルウとトラジャを除いて 1968 年の県
（kabupaten）にヨーロパ人官吏が派遣された（表 1）。
しかし植民地政庁は南スラウェシの人口を把握する
必要としなかった可能性がある。植民地期の人口は
1930 年の人口統計はセレベス全島の集計のみ掲載さ
れており、南スラウェシに関して何らかの特徴を把
握する数値は管見の限り存在しない（Volkstelling 
1930 1936）。
スハルト大統領初期 1968 年のインドネシア全土の
人口統計では、南スラウェシ州は 20 県（kabupaten）
と 2 自治市（Kotamaduya）に別れ、そのうち 6県と
1 自治市（Ujung Pandan）で人口数の記載がない。
人口記載のある県では郡（kechamatan）ごとの男女
別数値が掲載されている（Penduduk Indonesia: 
registrasi 1968:131-139）（表 1参照）。
1980 年のセンサスによれば南スラウェシ州の人口
は 604.8 万人であり、州別ではジャワ 3州とジャカル
タ特別州、北スマトラ州に次いで 6位の人口規模を
誇った（SI 1983:42）。人口増加率は 1.96％と記録され
ている（SI 1983:43）。2％台のインドネシアの平均よ
り低く、スラウェシ島のなかでは最も低い地域の一
つであった（PIG 1980:27）。また移出入人口は移出超
過で東ジャワ州、中部ジャワ州に次いで超過が多く、
1980-85 年間の移出率は 5.5% と記録されている
（PP:9）。島ごとに見ると、スラウェシ島から移出超過
になっているのは、カリマンタン島、東インドネシ
アであるが、スラウェシ島内の隣接州にも移出した
可能性がある（PIG 1980:65）。
1980-1990 年間の人口動態を Penduduk Indonesia 
dalam Gambar 1990 によってみると、南スラウェシ
州の人口増加率はスラウェシ島の中で最も低かった
（PIG 1990:53）。しかし人口の実数が多いために、
1961-1990 年間に 450 万から 700 万人強へと 250 万人
ほど増加し、他のスラウェシ 3州の増加人口の合計
とほぼ同じであった（PIG 1990:45）。また 1990 年の
人口密度は南スラウェシ州と北スラウェシが最も高
く、1000 人以上となっている（PIG 1990:33）。なお
1990 年の県数・県名は 1968 年とほぼ同じである（表
1）。
1990 年の総人口は 7013600 人、2000 年は 8160500
人であり 115 万人ほどの増加となっている（112）。さ
らに 2020 年に 9073500 人となった（PI 2022:88）。人
口増加率は 1980-1990 年間に 1,42％（インドネシア平
均より低い）、1990-2000 年間に 1,49％（インドネシア
の平均）であった（SI 2004:64）。2020 年の増加率は
1,12％である。移民率は 1990-1995 年間に－ 1％以下
（PP 1997 :27）であったが 2000 年に－ 3.3％（PP 
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2002:26-28;SI:358）、2010 年に－ 2,7（Statistik Migrasi 
Sulawesi Selatan Hasil Sensus Penduduk 2010 
2013:384）と送りだし地域としての特徴を有している。
移出先の検討は今後の課題であるが、スラウェシ島
内の隣都と東カリマンタン州が主要な移出先の可能
性がある。
一般に、人口移動にはプル要因とプッシュ要因が
存在するが、この人口動態が南スラウェシ州の農業
および工業化とどのような関係にあったかの分析は
重要であると思われる。
くわえて以上の人口動態と食糧生産の関連をみる
と、統計数値に十分な信頼がおけないものの、1980
年代初め、2000 年代初め、2020 年代初めのいずれで
も南スラウェシは食糧移出州であった可能性がある
と、作業仮説を立てることができる。既にみたように、
重要な食糧である米穀の主要生産州は、上述 3期間
にはジャワ 3州と南スラウェシ州であった。これに
対して人口数の州別ランキングで南スラウェシ州は、
ジャワ島諸州と北スマトラ州の次で、6位あるいは 7
位（バンテン州の独立後）であった。さらに統計に
載る米穀生産量を人口で割ったおおよその値が、中
部ジャワ・東部ジャワ州では 1980 年代に籾米 200kg、
2004 年に中部 260kg、東部 240kg、2020 年には脱穀
米それぞれ 150kg、130kg であった。これに対して南
スラウェシ州は 1980 年籾米 290kg、2004 年籾米
420kg、2020 年脱穀米 320kg であった（SI 1983:42, 
203; SI 2004:64, 172; SI 2022:88, 289）。

本報告書に収録される田中耕司の 2023 年南スラ
ウェシ州農業景観調査は、このような背景の中で実
施された。主要港湾都市への一次産産品の輸送が容
易なの幹線道路付近の景観は、海を隔てた大消費地
の需要、工業地帯の供給動向に敏感に反応すること
が可能であり、現在の海外経済動向の最先端が反映
される一帯である（Chambers 1983）。

結論

以上の検討から、南スラウェシ州は、マカッサル
が植民地化される以前からその周辺が食糧輸出基地
として機能していたが、植民地期にオランダ政庁に
よる内陸支配・生産過程の支配はほとんど行われず、
独立期に至ったと推測される。オランダは主にマカッ
サル港の貿易から利益を得ていた可能性があり、今
後比較調査が必要である。さらに独立後の南スラウェ
シ州の工業生産額・企業数の数値などは今後の調査
課題であるが、1980 年代の鶴見良行のフィールドノー
トに見られる農産・水産物加工業が大きな比重を占
めていた可能性がある（鶴見 1988: 第 2 章）。スラウェ
シ島内の隣州や東カリマンタン州との分業関係も工
業化に重要な役割を果たしていたかもしれない。そ
して南スラウェシ州は食糧を移出しながら工業化し
た可能性がある。

表 1：南スラウェシ州の統治機構
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略号
PIG：Penduduk Indonesia dalam Gambar
PP：Proyeksi Penduduk Indonesia per Pripinsi
RA：Regeeringsalmanak voor Nederlandsch-Indie
SI：Statistik Indonesia
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